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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アンテナ素子と、
　前記アンテナ素子へ及び前記アンテナ素子から信号をフィードするように構成されたフ
ィーダーラインと、
　前記フィーダーラインに接近するが、そこから離間され、そして誘導性カップリングを
経て、前記フィーダーラインから信号を受信し、前記フィーダーラインへ信号を送信する
ように構成された校正ラインと、
　誘導性カップラー素子と、
　付加的なアンテナ素子を備え、前記アンテナ素子及び該付加的なアンテナ素子は、アン
テナ素子対の第１及び第２のアンテナ素子として配置され、前記フィーダーラインは、前
記対の第１及び第２のアンテナ素子の両方に信号をフィードするように構成されており、
　前記誘導性カップラー素子は、前記フィーダーラインが、前記第１及び第２のアンテナ
素子へと各々通じる第１及び第２の岐路へと分かれるところの接合点に対して対称的であ
る、
アンテナ構成体。
【請求項２】
　前記校正ラインは、測定装置へ結合できるように構成される、請求項１に記載のアンテ
ナ構成体。
【請求項３】
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　前記校正ラインは、前記フィーダーラインから誘電体材料により離間される、請求項１
又は２に記載のアンテナ構成体。
【請求項４】
　前記誘導性カップラー素子は、前記フィーダーラインと前記校正ラインとの間に配置さ
れる、請求項１から３のいずれかに記載のアンテナ構成体。
【請求項５】
　前記誘導性カップラー素子は、前記校正ラインに設けられる、請求項４に記載のアンテ
ナ構成体。
【請求項６】
　前記アンテナ素子は、パッチアンテナである、請求項１から５のいずれかに記載のアン
テナ構成体。
【請求項７】
　アンテナ構成体をカスケード状にするように、別のアンテナ構成体に設けられた対応す
るコネクタ素子に接続されるコネクタ素子を更に備えた、請求項１から６のいずれかに記
載のアンテナ構成体。
【請求項８】
　前記コネクタ素子は、ＲＦカップラーである、請求項７に記載のアンテナ構成体。
【請求項９】
　前記アンテナ素子は、ベースにマウントされ、そして前記コネクタ素子は、前記ベース
に設けられる、請求項７又は８に記載のアンテナ構成体。
【請求項１０】
　前記フィーダーライン及び校正ラインは、前記ベースに設けられる、請求項９に記載の
アンテナ構成体。
【請求項１１】
　前記フィーダーライン及び校正ラインは共通の平面内に設けられる、請求項１から１０
のいずれかに記載のアンテナ構成体。
【請求項１２】
　前記ベースは、プリント回路板又は同軸システムである、請求項９から１１のいずれか
に記載のアンテナ構成体。
【請求項１３】
　前記カスケード状のアンテナ構成体は、１－ｎの多数のアンテナ素子に等しく結合する
無限のカップラーラインを形成する、請求項７から１２のいずれかに記載のアンテナ構成
体。
【請求項１４】
　アンテナ構成体を更に別のアンテナ構成体に接続してそれらアンテナ構成体を電気的に
接続でき且つスタックに配列できるように構成されたコネクタ素子を更に備えた請求項１
に記載のアンテナ構成体。
【請求項１５】
　アンテナ素子から信号を受信して測定装置へ結合する方法において、前記アンテナ素子
へ信号を供給するフィーダーラインからの信号を校正ラインへ誘導性カップリングし、前
記校正ラインにおいて信号を受信し、前記校正ラインからの信号を前記フィーダーライン
へ誘導性カップリングし、そして前記フィーダーラインにおいて信号を受信することを含
み、
　誘導性カップラー素子と、付加的なアンテナ素子を備え、前記アンテナ素子及び該付加
的なアンテナ素子は、アンテナ素子対の第１及び第２のアンテナ素子として配置され、前
記フィーダーラインは、前記対の第１及び第２のアンテナ素子の両方に信号をフィードす
るように構成されており、前記誘導性カップラー素子は、前記フィーダーラインが、前記
第１及び第２のアンテナ素子へと各々通じる第１及び第２の岐路へと分かれるところの接
合点に対して対称的であり、前記接合点において前記フィーダーラインから信号をピック
アップする、方法。
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【請求項１６】
　前記校正ラインからの信号を測定装置へフィードすることを更に含む、請求項１５に記
載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的に、アンテナ構成体に関する。より詳細には、本発明は、再構成可能
な能動的アンテナを校正するために振幅及び位相を検出できるアンテナ構成体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　再構成可能な能動的アンテナは、移動ネットワークベースステーションの整相アレイア
ンテナシステムに使用される。再構成可能な能動的アンテナを使用して、そのような整相
アレイアンテナシステムのビーム形状を変更し及び維持できるようにするには、アンテナ
及びレーダを校正することが要求される。校正は、トランシーバ及び受信器から各々送信
及び受信される信号の位相、振幅及び待ち時間を決定するために要求され、次いで、トラ
ンシーバ又は受信器が接続されたアンテナ素子又はサブアレイにおいて実際の信号の相対
的な位相、振幅及び待ち時間を調整することによりアンテナシステムのビーム成形が遂行
される。
【０００３】
　これは、再構成可能な能動的アンテナシステムの中心が校正システムであることを意味
する。従来、校正システムは、例えば、方向性カプラー校正ネットワーク又はＲＦスイッ
チ選択可能なネットワークとして構成されている。しかしながら、方向性カプラー校正ネ
ットワークは、各アンテナ素子又はサブアレイに対して個別の校正ネットワークを形成す
る必要があることを要求するが、非常に複雑であり、且つ使用する製造材料の量に関して
コストがかかる。
【０００４】
　これらの問題は、過去に、方向性カプラー校正ネットワークに代わって、素子の近フィ
ールドにおいて空気中を経て結合する４極（４アーム単極－２アーム双極、交差偏波）の
校正用プローブアンテナを使用することにより解決されていた。しかしながら、このプロ
ーブアンテナ設計に伴う問題は、信号レベルが時々非常に小さく、又は近フィールド作用
のために変化し、エラー余裕が測定に対して受け容れられない、というものである。又、
環境条件（例えば、雨、振動、又は近傍に置かれた金属物体）も、この形式の構造におい
て信号の結合にエラーを招き得ることが知られている。更に、作用周波数帯域では、信号
レベルが１０ｄＢ以上変化する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　それ故、アンテナの実際の機能を妨げることなく校正に使用することができ、且つ頑強
で、信頼性があり、測定エラーを減少できるアンテナ構成体が要望される。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　従って、本発明は、アンテナ構成体を提供する。このアンテナ構成体は、アンテナ素子
と、このアンテナ素子へ及びアンテナ素子から信号をフィードするよう構成されたフィー
ダーラインとを備えている。校正ラインが、フィーダーラインに接近離間して配置され、
そしてフィーダーラインから誘導性カップリングを経てアンテナ素子へ及びアンテナ素子
から送られる信号を受信するよう構成される。又、フィーダーラインは、校正ラインから
誘導性カップリングを経て信号を受信することもできる。換言すれば、フィーダーライン
及び校正ラインは、インダクタ対を形成し、このインダクタ対における誘導性カップリン
グがフィーダーラインから校正ラインへ、及びその逆に行われる。
【０００７】
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　アンテナ素子に対する誘導性カップラー対の配列のために、干渉が最小にされる。それ
故、このアンテナ構成体は、非常に信頼性があり、全ての作用周波数において、安定で、
高く、且つ一貫した信号レベルを与え、そして測定のエラーが減少される。更に、アンテ
ナ構成体は、非常に頑強であると共に、それに関連したベースステーションへの変化、例
えば、天候条件の変化、又はアンテナ構成体付近への更なるアンテナの追加に基づいてそ
の挙動が変化することはない。
【０００８】
　校正ラインは、例えば、空気、又はフィーダーライン及び校正ラインが設けられるベー
スを形成する絶縁材料のような誘電体材料により、フィーダーラインから離間されねばな
らない。
【０００９】
　校正ラインは、例えば、校正無線部のような測定又は校正装置に直接接続又は結合でき
るように構成されるのが好ましい。
【００１０】
　フィーダーラインと校正ラインとの間の結合を増強するために、例えば、校正ラインを
フィーダーラインに対して望ましい接近度で配置することが実際的でない場合には、フィ
ーダーラインと校正ラインとの間に誘導性カップラー素子を配置してもよい。この誘導性
カップラー素子は、フィーダーラインに向かってくぼみが付けられた校正ラインの一部分
として、校正ラインに単純に設けてもよい。
【００１１】
　アンテナ素子対の第１及び第２のアンテナ素子として２つのアンテナ素子が配列される
ように、アンテナ構成体に付加的なアンテナ素子が設けられてもよい。このケースでは、
フィーダーラインは、アンテナ素子対の第１及び第２の両アンテナ素子に信号をフィード
するように構成することができる。
【００１２】
　誘導性カップラーは、フィーダーラインが、各々、第１及び第２のアンテナ素子へと通
じる第１及び第２の岐路へと分かれるところの接合点に対して対称的となるように配列さ
れる。
【００１３】
　２つのアンテナ素子を同じフィーダーラインに接続する場合には、フィーダーラインの
第１及び第２の岐路が実質的に等しい長さであるのが好ましい。これは、アンテナ素子間
に最大分離を発生すると共に、２つのアンテナ素子が同じフィーダーラインに接続された
ときにアンテナ素子間の位相シフト及び振幅シフトを最小にする。
【００１４】
　更に、２つのアンテナ素子が同じフィーダーラインを共有するときに、単一岐路フィー
ダーラインに５０オームの等しいマッチング負荷を生じさせるためには、２つのラインの
トレース巾は、フィーダーラインが２つの岐路へと分かれる接合部の後に、単一トレース
より狭くなければならない。これは、ＴＸ信号を各アンテナ素子に対して半分に分割する
ときに、又は２つのアンテナ素子からのＲＸ信号を一緒に結合するときに、信号ロス及び
反射を最小にする。
【００１５】
　更に、アンテナ構成体にコネクタ素子も設けて、別のアンテナ構成体に設けられた対応
コネクタ素子に接続できるように構成する。このようにして、アンテナ構成体を互いに電
気的に（及び物理的に）接続して、１つの校正無線部を使用して多数のアンテナ構成体を
校正できるようにすると共に、１つの校正ポートを１つのアンテナ構成体に設けるだけで
校正無線部に接続できるようにする。これは、アンテナ構成体を行又は列のいずれかにカ
スケード接続して、能動的アンテナ素子のビーム成形の形状を、要求に対して容易に操作
し調整できるようにする。
【００１６】
　従って、カスケード状のアンテナ構成体は、１－Ｘの多数のアンテナ素子へ／から等し



(5) JP 5596857 B2 2014.9.24

10

20

30

40

50

く結合する無限の（マッチングされ／終端された）カップラーラインを形成することがで
きる。
【００１７】
　コネクタ素子は、ＲＦカップラー、例えば、簡単な商業用ＲＦカップラーである。
【００１８】
　本発明の一実施形態において、アンテナ素子は、ベースにマウントされ、そしてコネク
タ素子は、ベースに設けられる。この場合に、フィーダーライン及び校正ラインは、互い
に共通の平面において、又は校正ラインがフィーダーラインの下又は上に延びるようにし
て、ベースに設けられる。ベースは、プリント回路板である。しかしながら、ＲＦコネク
タは、プリント回路板を一緒に接続するのではなく、コネクタ素子として使用するのが好
ましい。というのは、プリント回路板は、１０ないし２０年後に環境的なダメージを受け
易いからである。
【００１９】
　本発明は、更に、アンテナ素子と、このアンテナ素子に信号をフィードするように構成
されたフィーダーラインとを備えたアンテナ構成体を提供する。更に、アンテナ構成体を
電気的に接続できそしてスタックに配列できるようにアンテナ構成体を更に別のアンテナ
構成体に接続するように構成されたコネクタ素子も提供される。
【００２０】
　このように、多数のアンテナ構成体を互いに接続しそしてカスケード状にして、位相、
振幅及び待ち時間の測定を行うために校正無線部に接続する校正ポートをもつ必要がある
アンテナ構成体を１つだけとすることができる。
【００２１】
　これは、設計及び製造の複雑さが著しく低減することを意味する。更に、コネクタ素子
は、アンテナ構成体を同じ平面内で垂直又は水平に積層し又はカスケード状にし、能動的
アンテナのビーム成形を要求に応じて構成及び調整できるようにする。
【００２２】
　従って、カスケード状のアンテナ構成体は、１－ｎの多数のアンテナ素子に等しく結合
する無限の（マッチングされ／終端された）カップラーラインを形成することができる。
【００２３】
　好都合にも、コネクタ素子は、市場で入手できるＲＦコネクタである。更に、コネクタ
素子をベース上又はベース内に設けることができるように、フィーダーライン及びアンテ
ナ素子を、例えば、プリント回路板のようなベース上又はベース内にマウントすることが
できる。これは、既存の製造技術を使用して、アンテナ構成体を簡単に低コストで製造で
きるようにする。
【００２４】
　更に、本発明は、アンテナ素子から信号を受信する方法も提供する。この方法は、アン
テナ素子へ信号を供給するフィーダーラインから校正ラインへ信号を誘導的に結合し、そ
して校正ラインにおいて信号を受信することを含む。次いで、信号は、校正ラインから測
定装置へフィードされる。
【００２５】
　本発明は、添付図面を参照して、特定の実施形態について一例として説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の一実施形態によるアンテナ構成体の簡単な上面図である。
【図２】本発明の一実施形態による接続されたアンテナ構成体のアレイの簡単な上面図で
ある。
【図３】本発明の一実施形態によるアンテナ構成体の簡単な上面図である。
【図４】本発明の一実施形態による接続されたアンテナ構成体のアレイの簡単な上面図で
ある。
【図５】本発明の一実施形態によるアンテナ構成体の簡単な上面図である。
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【図６】本発明の一実施形態によるアンテナ構成体の簡単な上面図である。
【図７】本発明の一実施形態によるアンテナ構成体のアレイの簡単な上面図である。
【図８】本発明の一実施形態によるアンテナ構成体の簡単な上面図である。
【図９】図８に示すアンテナ構成体の側面断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　図１は、２つの長縁１１ａ１及び１１ａ２、並びに２つの短縁１１ｂ１及び１１ｂ２を
有する実質的に長方形のベース１１、例えば、プリント回路板（ＰＣＢ）を含むアンテナ
構成体１０の上面図である。ベース１１には、２つのパッチアンテナ素子１２ａ及び１２
ｂがマウントされ、それらは、互いに離間され、そして長方形ベース１１の長縁１１ａ１
及び１１ａ２から実質的に長距離に配置される。フィーダーポートＦ１は、アンテナ素子
１２ａと１２ｂとの間でベース１１の実質的に中央に配置される。フィーダーポートは、
例えば、同軸ケーブルにより、アンテナ構成体（アンテナ素子１２ａ及び１２ｂとは反対
のアンテナ構成体の側にあるので、図示されていない）に信号を供給するトランシーバに
接続される。
【００２８】
　ベース１１にはフィーダーライン１３が設けられて、フィーダーポートＦ１をアンテナ
素子１２ａ及び１２ｂの各々に接続している。フィーダーライン１３は、フィーダーポー
トＦ１に結合され、そしてそのフィーダーポートからベース１１の一方の長縁１１ａ１に
向かって案内する。接合点Ｊにおいて、フィーダーライン１３は、２つの岐路１３ａ及び
１３ｂに分かれ、第１の岐路１３ａは、アンテナ素子１２ａへ通じていて、アンテナ素子
１２ａに結合され、そして第２の岐路１３ｂは、アンテナ素子１２ｂへ通じていて、アン
テナ素子１２ｂに結合される。
【００２９】
　フィーダーライン１３の岐路１３ａ及び１３ｂは、テーパー付けされていて、接合点Ｊ
における岐路１３ａ及び１３ｂの部分は細く、そしてそれらがアンテナ素子１２ａ及び１
２ｂに各々結合される点に向かって徐々に広くなる。
【００３０】
　ベース１１の対向する短縁１１ｂ１及び１１ｂ２には、コネクタポートＣ１Ａ及びＣ１
Ｂが設けられ、校正ライン１４により接続される。校正ライン１４は、ベース１１の一方
の長縁１１ａ１と平行で且つそれに接近し、そしてフィーダーライン１３並びにその岐路
１３ａ及び１３ｂと同じ平面内になるようにベース１１に配置される。又、コネクタポー
トＣ１Ａは、校正プローブとしても働き、そしてこのために、校正無線部（図示せず）に
接続することができる。
【００３１】
　コネクタポートＣ１ＡとＣ１Ｂとの間の校正ライン１４のある点において、校正ライン
１４は、ベース１１の長縁１１ａ１から接合点Ｊに向かってくぼみが付けられて、誘導性
カップラー１５を形成している。誘導性カップラー１５を形成するくぼみは、３つの辺、
即ちベース１１の短縁１１ｂ１及び１１ｂ２に平行である２つの辺１５ａ及び１５ｂと、
ベース１１の長縁１１ａ１及び１１ａ２に平行である１つの辺１５ｃとを有する。誘導性
カップラー１５の長辺１５ｃは、フィーダーライン１３の接合点Ｊに対して対称的に配置
され、そしてフィーダーライン１３から信号をピックアップするために接合点Ｊに接近し
ているが、フィーダーライン１３に接触はしない。
【００３２】
　別のフィーダーライン２３は、第２のフィーダーポートＦ２をアンテナ素子１２ａ及び
１２ｂに結合する。第２のフィーダーポートＦ２も、ベースに設けられ、フィーダーポー
トＦ１から離間され、アンテナ素子１２ａと１２ｂとの間に配置され、そしてベースの長
縁１１ａ１及び１１ａ２から実質的に等距離にある。フィーダーポートＦ２は、同軸ケー
ブルを経てトランシーバに接続される。
【００３３】
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　フィーダーライン２３も、第１及び第２のアンテナ素子１２ａ及び１２ｂに各々通じて
いる接合点Ｊにおいて２つの岐路２３ａ及び２３ｂに分かれる。又、第２の校正ライン２
４及び第２の誘導性カップラー２５も、フィーダーライン２３に接近して設けられ、上述
した校正ライン１４及び誘導性カップラー１５に平行であり（且つそれらと逆であり）そ
してそれらと同一である。フィーダーポートＦ２、フィーダーライン２３、校正ライン２
４、及び誘導性カップラー２５を含む構成体の構造及び機能は、フィーダーポートＦ１、
フィーダーライン１３、校正ライン１４、及び誘導性カップラー１５を含む構成体と同一
であるが、ベース１１の反対の長縁１１ａ２に接近している。
【００３４】
　ベース１１の短縁１１ｂ１及び１１ｂ２において校正ライン２４の各端にコネクタポー
トＣ２Ａ及びＣ２Ｂが設けられる。コネクタポートＣ２Ａは、校正プローブとして働き、
そしてコネクタポートＣ１Ａと同じ校正無線部に接続でき（両コネクタポートＣ１Ａ及び
Ｃ２Ａは、スプリッタ／コントローラを経て校正無線部に結合される）、一方、コネクタ
ポートＣ２Ｂは、更に別のアンテナ構成体１０の対応素子に接続することができる。
【００３５】
　コネクタポートＣ１Ｂ、Ｃ２Ｂは、更に別のアンテナ構成体１０の対応するコネクタポ
ートＣ１Ａ、Ｃ２Ｂに接続することができ、アンテナ構成体１０は、図４に示すように、
多数の他のアンテナ構成体１０と物理的及び電気的に直線状に接続され、アンテナ構成体
１０は、一列のカップリングラインを形成し、互いに電気的に接続される。
【００３６】
　隣接するアンテナ構成体のコネクタポートは、図２に概略的に示すように、互いに直接
接続されるか、又は同軸ケーブルを経て結合される。
【００３７】
　カップリングラインの一端にあるアンテナ構成体だけを校正無線部に接続すればよい。
カップリングラインの他端（即ち、ラインの他端にあるアンテナ構成体のコネクタポート
Ｃ１Ｂ、Ｃ２Ｂ）は、５０オームの抵抗器で終端される。或いは又、同じ数のアンテナ構
成体を有する別の同一のカップリングラインと直列に結合されてもよい。両カップリング
ラインは、次いで、マッチングされた無限のラインを「見て」、広い周波数範囲にわたっ
てフラットな応答を与え、そして全ての信号が一緒に合成される。アンテナ構成体１０を
一緒に一線に結合することで、アンテナ構成体１０に信号を供給するトランシーバと、各
アンテナ素子のフィーダー点Ｆ１との間の時間遅延を垂直方向に同調させて、ビームを形
成し、そして信号の重畳を支配することができる。
【００３８】
　誘導性カップラー１５、２５は、その全ての辺１５ａ、ｂ、ｃ；２５ａ、ｂ、ｃがフラ
ットで且つフィーダーライン１３、２３及び校正ライン１４、２４と同じ平面内になるよ
うに配置される。フィーダーライン１３、２３及び校正ライン１４、２４（従って、誘導
性カップラー１５、２５）は、全て、適当な同じ導電性材料、例えば、銅から作られる。
【００３９】
　使用中に、フィーダーポートＦ１、Ｆ２においてアンテナ構成体１０に印加されそして
フィーダーライン１３、２３により能動的なアンテナ素子１２ａ及び１２ｂへ（及びそこ
から）フィードされる信号は、フィーダーライン１３、２３から誘導性カップラー１５、
２５によってピックアップされ、これは、フィーダーライン１３、３３及び校正ライン１
４、２４への及びそこからの信号の誘導性カップリングを容易にする。次いで、信号は、
校正ライン１４、２４に沿ってコネクタポートＣ１Ａ、Ｃ２Ａ、即ち校正プローブへ進行
し、そしてコネクタポートＣ１Ａ、Ｃ２Ａに接続された測定装置により信号の位相、振幅
及び待ち時間が測定される。
【００４０】
　印加信号の周波数が１．９２ＧＨｚの場合と２．２ＧＨｚの場合との間の、フィーダー
ポートＦ１からコネクタポートＣ１Ａ、Ｃ２Ａへの信号の振幅の差は、同じ印加周波数に
対して従来のアンテナ構成体では７ないし９ｄＢの差であったのに比して、約４ｄＢであ
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る。更に、位相の振舞いは、同じ周波数範囲にわたり、従来のアンテナ構成体に比して、
より高く、より安定な信号レベルを示す。
【００４１】
　図３は、アンテナアレイＡが、ベース（図示せず）にマウントされたｎ個のパッチアン
テナ素子ＡＥ１－ＡＥｎより成り、それらアンテナ素子がアレイＡの一端の抵抗器Ｒと、
アレイＡの他端の校正無線部ＣＲとの間に一緒に結合された本発明の第２の実施形態を示
す。アンテナ素子は、上述した第１の実施形態と同様に、対で配置され、抵抗器Ｒに結合
されたアンテナ構成体は、アンテナ素子ＡＥ１及びＡＥ２の対を有し、そして校正無線部
ＣＲに結合されたアンテナ構成体は、アンテナ素子ＡＥｎ－１及びＡＥｎの対を有する。
【００４２】
　信号は、２つの各トランシーバポートＴＲＸ１－ＴＲＸｎにより各アンテナ素子ＡＥ１
－ＡＥｎにフィードされる。フィーダーライン３３は、各トランシーバポートＴＲＸ１－
ＴＲＸｎを２つの隣接するアンテナ素子に結合し、例えば、アンテナ素子ＡＥ１及びＡＥ
２の両方がトランシーバポートＴＲＸ１及びＴＲＸ２に結合され、そしてアンテナ素子Ａ
Ｅｎ－１及びＡＥｎの両方がＴＲＸｎ－１及びＴＲＸｎに結合されるようにする。
【００４３】
　トランシーバポートＴＲＸ１－ＴＲＸｎ、フィーダーライン３３及びアンテナ素子ＡＥ
１－ＡＥｎのレイアウトは、上述した第１の実施形態によるフィーダーポートＦ１、Ｆ２
、フィーダーライン１３、２３、及びアンテナ素子１２、２２の場合と同じである。しか
しながら、この実施形態と先の実施形態との間の相違は、１つの校正ライン３４のみが設
けられて、アンテナアレイＡの抵抗器Ｒと校正無線部ＣＲとの間に接続されることである
。校正ライン３４は、実質的に、アンテナ素子ＡＥ１－ＡＥｎがマウントされたベースの
中心に沿ってトランシーバポートＴＲＸ１、ＴＲＸ２・・・ＴＲＸｎ－１、ＴＲＸｎの各
対間に延びる。
【００４４】
　従って、校正ライン３４には誘導性カプラーが設けられない。しかしながら、校正ライ
ン３４は、各フィーダーライン３３がアンテナ素子対の各アンテナ素子に通じる岐路へと
分かれる接合部に接近して配置される。これは、各フィーダーライン３３とアンテナ素子
ＡＥ１－ＡＥｎとの間にフィードされる信号を、フィーダーライン３３と校正ライン３４
との間の空気中を経て誘導的に結合できることを意味する。従って、校正ライン３４は、
能動的アンテナの信号をピックアップし、そしてそれらを位相及び振幅測定のために校正
無線部ＣＲへ結合する。
【００４５】
　図４は、第２の実施形態による多数のアンテナアレイＡが２つの校正無線部ＣＲ１とＣ
Ｒ２との間に一緒に結合されて行及び列の両方にカスケード状とされたものを示す。
【００４６】
　この構成は、実際には、校正ライン３４及び１－ｎの多数のアンテナ素子ＡＥ１－ＡＥ
ｎへ及びそこから信号を結合する無限のマッチング／終端カップラーラインである。校正
ライン３４が各トランシーバポート対におけるトランシーバポートから等距離に配置され
た場合には、これは、信号が校正無線部ＣＲ１及びＣＲ２へ及びそこから等しく結合され
ることを意味する。しかしながら、校正ラインは、中央ではなく、ベースの片側に配置さ
れてもよく、この場合には、ＣＲ１及びＣＲ２への非対称的なカップリングを校正アルゴ
リズムにおいて補償することができる。
【００４７】
　図５は、アンテナ構成体４０が、２つではなく、１つのアンテナ素子４２のみを有する
簡単な構成を有する第３の実施形態を示す。ＲＦ信号は、フィーダーポートＦ４から、こ
のフィーダーポートＦ４とアンテナ素子４２とを接続するフィーダーライン４１を経て、
アンテナ素子４２へフィードされる。この実施形態では、校正ライン４４は、フィーダー
ライン４１と同じ平面においてフィーダーライン４１に接近離間して配置される。フィー
ダーライン４１は、１つの岐路しかもたず、少なくともその一部分が校正ラインと平行で
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ある。校正ライン４４は、商業的なＲＦカップリングラインを使用して他のアンテナ構成
体の校正ライン４４に結合される。或いは又、アンテナ素子４２、フィーダーライン４１
及び校正ライン４４は、他のアンテナ素子の対応するコネクタポートに接続するためのコ
ネクタポートを有するプリント回路板にマウントされる。いずれの構成においても、アン
テナ構成体は、上述したように、それらが「無限」のカップリングラインとしてカスケー
ド状となるように一緒に接続される。
【００４８】
　図６は、校正ライン４４に誘導性カップラー４５が設けられた第３の実施形態の発展を
示す。誘導性カップラー４５は、フィーダーポートＦ４及びフィーダーライン４１の周り
で校正ライン４４をカーブさせ、校正ライン４４とフィーダーライン４１との間の誘導性
カップリングを容易にすることにより形成される。
【００４９】
　動作中、校正ラインは、校正無線部に結合される（カスケードにおける最後のアンテナ
構成体である場合には直接的に、又は別のアンテナ素子（１つ又は複数）を経て）。フィ
ーダーライン４１を経てアンテナ素子４２へフィードされる信号は、校正ライン４４に誘
導性結合され（もし設けられていれば、誘導性カップラー素子４５を経て）、フィーダー
ライン４１及び校正ライン４４が誘導性の対を形成するようにする。校正ラインによって
受信された信号は、次いで、測定のために校正無線部に結合される。
【００５０】
　図７は、アンテナ構成体５０も、フィーダーライン５１によりフィーダーポートＦ５に
接続された１つのアンテナ素子５２しかもたないが、この場合には、校正ライン５４が、
先の実施形態のように、同じ水平の平面内ではなく、フィーダーライン５１に接近して、
フィーダーライン５１の下に延びるような第４の実施形態を示す。更に、フィーダーライ
ン５１は、接合部Ｊにおいて２つの岐路へ分かれる。両方の岐路は、接合点Ｊにおいて分
かれた後であって、再結合するようにアンテナ素子５２に向かってカーブして戻る前に、
校正ライン５４に平行となる。
【００５１】
　先の実施形態と同様に、このアンテナ構成体は、他のアンテナ構成体に結合されて、カ
ップラーラインを形成し、そして最終的に、校正無線部に結合される。フィーダーライン
５１と校正ライン５４との間の信号の誘導性カップリングは、上述したように生じる。
【００５２】
　図８及び９は、２つの岐路６１ａ及び６１ｂを有するフィーダーラインが、アンテナ素
子６２へ信号をフィードするためのフィーダーポートＦ６に接続される第５の実施形態を
示す。フィーダーポートＦ６に接続されるフィーダーラインの岐路６１ａは、フラットで
あり、そしてアンテナ素子６２に接続されるフィーダーラインの円筒状岐路６１ｂに垂直
に配置される。
【００５３】
　校正ラインは、２つの部分６４ａ及び６４ｂを有し、これらは、フィーダーラインの円
筒状岐路６１ｂに同軸的に配置された中空円筒状の誘導性カップラー素子６５により接合
される。
【００５４】
　フィーダーポートＦ６からアンテナ素子６２へ信号がフィードされたときに、その信号
は、誘導性カップラー素子６５によりフィーダーラインの円筒状部分６１ｂから校正ライ
ン６４ａ、６４ｂへ誘導性結合され、そして測定されるべき測定装置、例えば、振幅、位
相及び待ち時間を測定する校正無線部へフィードされる。又、信号は、誘導性カップラー
素子６５により校正ライン６４ａ、６４ｂからフィーダーライン６１ｂの円筒状部分へも
誘導性結合される。
【００５５】
　以上、本発明は、特定の実施形態を参照して説明したが、これらの実施形態に限定され
るものではなく、且つ当業者であれば、請求項に述べる本発明の範囲内で更に別の態様が
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【００５６】
　例えば、上述したアンテナ構成体は、他の多数のアンテナ構成体と能動的に（コネクタ
ポートを使用して）又は受動的に（誘導性カップリング構成を使用して）行で接続されて
もよい。更に、アンテナ素子の２つ以上のカップリングチェーンが平行な列で横に並んで
配置されてもよい。
【００５７】
　規範的実施形態において上述したアンテナ素子は、パッチアンテナである。しかしなが
ら、他の適当な形式のアンテナが使用されてもよい。
【符号の説明】
【００５８】
　１０：アンテナ構成体
　１１：ベース
　１１ａ１、１１ａ２：ベースの長縁
　１１ｂ１、１１ｂ２：ベースの短縁
　１２ａ、１２ｂ：パッチアンテナ素子
　１３、２３：フィーダーライン
　１３ａ、１３ｂ、２３ａ、２３ｂ：分岐
　１４、２４：校正ライン
　１５、２５：誘導性カップラー
　１５ａ、１５ｂ、１５ｃ：辺
　２５ａ、２４ｂ、２５ｃ：辺
　４０：アンテナ構成体
　４１：フィーダーライン
　４２：アンテナ素子
　４４：校正ライン
　４５：誘導性カップラー
　５０：アンテナ構成体
　５１：フィーダーライン
　５２：アンテナ素子
　５４：校正ライン
　Ｆ１、Ｆ２：フィーダーポート
　Ｊ：接合点
　Ｃ１Ａ、Ｃ１Ｂ、Ｃ２Ａ、Ｃ２Ｂ：コネクタポート
　ＣＲ：校正無線部／ＴＲＸ
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